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利用上の注意 

 

１ 愛媛県市町民所得統計は、内閣府が国民経済計算（08ＳＮＡ）に準拠して作成した「県民経済

計算標準方式」に基づき推計した「県民経済計算」のうち、「県内総生産」及び「県民所得」を、

各種の統計指標により市町別に按分推計したものです。個別の資料により市町ごとに市町内総生

産及び市町民所得を直接推計したものではありません。 

２ 推計数値は全て名目値（物価変動分を含んだ値）です。 

  なお、県民経済計算では、県内総生産（生産側）において名目値から実質値（物価変動分を除

いた値）を求めていますが、市町民所得統計では実質値の推計を行っていません。 

３ 推計対象期間は平成 23 年度から令和３年度としています。また、平成 23 年度まで遡及改定し

ています。このため、過年度の計数を必要とする場合も今回掲載した統計表を利用してください。

また、既報の平成 22 年度以前の数値とは接続しておりませんのでご注意ください。 

４ 市町内総生産と市町民所得では、按分指標が異なること等により、対前年度増加率からみた市

町内総生産と市町民所得の動き等は一致しない場合があります。 

５ 統計表中の計数は、表示単位未満を四捨五入していますので、総数と内訳の合計が一致しない

場合があります。 

６ 統計表に使用した記号は次のとおりです。 

  「 △ 」 …………… 負数 

  「 － 」 …………… 該当数値なし 

  「 ０ 」 …………… 表章単位に満たないもの 

  「 ｘ 」 …………… 対象事業所が１または２のため秘匿 

７ 増加率は、次式により算出しています。 

  （当該年度の計数－前年度の計数）÷前年度の計数（絶対値）×100 

８ 地域別の区分は次のとおりです。 

  「東 予」… 今治市、新居浜市、西条市、四国中央市、上島町 

  「中 予」… 松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町 

「南 予」… 宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予市、 

      内子町、伊方町、松野町、鬼北町、愛南町 

９ 用語は次のとおりです。 

市町内総生産…１年度間に市町内での各経済活動部門の生産活動によって新たに生み出された

付加価値の貨幣評価額をいいます。これは、市町内の生産活動に対する各経済活

動部門の寄与を表すものであって、産出額から中間投入（原材料、光熱費などの

経費）を控除したものです。 

市町民所得……市町内居住者（法人などを含む）に分配される所得のことであり、雇用者報酬、

財産所得、企業所得からなります。 

         一人当たり市町民所得は、市町民所得を人口で除したものであり、個人の所得

水準を表すものではなく、企業の利潤などを含んだ市町の経済全体の所得水準を

表すものです。 
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「令和３年度愛媛県市町民所得統計」の概要 

 

市町民所得統計は、県民経済計算を基に各種統計指標を用いて地域別、市町別に按分推計するこ

とによって、県内市町における 1 年度間の経済活動によって生み出された付加価値を生産、分配面

から捉え、市町の経済規模、産業構造、所得水準などを明らかにするもので、令和３年度の推計結

果の概要は次のとおりです。 

 

・総生産の構成比は、東予が 43.9％、中予が 41.5％、南予が 14.6％ 

・地域別経済成長率は、東・中・南予すべての地域でプラス成長。 

・一人当たり市町民所得は、東予地域が県の水準を上回っている。 

 

１．経済の動き 

 令和３年度の日本経済は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響の下にあったが、令和３年９

月末の緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置の解除以降は、厳しい状況は徐々に緩和され持ち直

しの動きがみられました。個人消費では弱さがみられましたが、海外経済の回復を背景に輸出は持

ち直しており、設備投資も増加しました。こうした下で国の経済成長率は名目プラス 2.4％、実質プ

ラス 2.5％となりました。 

 

２．市町内総生産（地域別） 

 市町内総生産を地域別の経済成長率（地域別総生産の増加率）で見ると、東予は製造業の増加に

より 11.8％増、中予は卸売・小売業及び金融・保険業等の増加により 0.9％増、南予は建設業及び

電気・ガス・水道・廃棄物処理業等の増加により 4.2％増とすべての地域でプラス成長となりまし

た。 

地域別構成比は、東予 43.9％と最も大きく、次いで、中予 41.5％、南予 14.6％となりました。 

 

 

表１ 市町内総生産（地域別） 

項  目

 地  域 R２年度 R３年度 R２年度 R３年度 R２年度 R３年度

県　全　体 4,805,952 5,089,931 △ 6.1 5.9 100.0 100.0

東　予 1,999,286 2,234,701 △ 6.8 11.8 41.6 43.9

中　予 2,093,174 2,112,116 △ 4.5 0.9 43.6 41.5

南　予 713,492 743,115 △ 8.4 4.2 14.8 14.6

実　　　数 （百万円） 増加率（％） 構成比 （％）

 

（注）表中の計数は、表示単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない。 
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図１ 地域別経済成長率の推移 

 
 

３．市町民所得（地域別） 

令和３年度の市町民所得の総額（＝県民所得）は 3兆 5,275 億円で、県全体の増加率は 7.5％増と

なり、地域別の増加率は、東予が 14.1％増、中予が 3.5％増、南予が 3.4％増となりました。 

一人当たり市町民所得は県全体（＝一人当たり県民所得）が 267 万円で 8.6％増となり、地域別で

は、東予が 313 万 4 千円で 15.6％増、中予が 245 万 9 千円で 4.0％増、南予が 233 万 7 千円で 5.6％

増となりました。 

 

表２ 市町民所得（地域別） 

項  目
 地  域 合  計 雇用者報酬 財産所得 企業所得 合  計 雇用者報酬 財産所得 企業所得

【100.0%】 (71.4%) (6.4%) (22.2%)

3,527,515 2,520,144 225,114 782,258 7.5 2.0 5.5 31.0
【40.5%】 (65.0%) (5.6%) (29.4%)

1,427,805 928,086 79,799 419,920 14.1 3.0 5.6 52.3
【44.3%】 (75.1%) (6.9%) (18.0%)

1,560,977 1,172,613 107,343 281,021 3.5 1.1 5.4 13.9
【15.3%】 (77.9%) (7.0%) (15.1%)

538,733 419,445 37,971 81,317 3.4 2.2 5.4 8.9

（注） 1  表中の計数は、表示単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない。

　　　 2　表中の【　】内の計数は、県全体を100％とした各項目の構成比を表し、（　）内の計数は、各地域の

　　　　　市町民所得を100％とした各項目の構成比を表している。

増  加  率  （％）

東　予

中　予

南　予

実　　　数  （百万円）

県　全　体

 

図２ 市町民所得の構成比（地域別） 
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表３ 一人当たり市町民所得（地域別） 

項　目

　地　域 R２年度 R３年度 R２年度 R３年度

県　全　体 2,458 2,670 8.6 100.0 100.0

東　予 2,712 3,134 15.6 110.3 117.4

中　予 2,365 2,459 4.0 96.2 92.1

南　予 2,213 2,337 5.6 90.0 87.5

実　　数（千円） 所得水準（県=100）増加率
（％）

 
（注）一人当たり市町民所得は、市町民所得を人口で除したもので、個人の所得水準を表すものではなく、 

企業の利潤などを含んだ市町の経済全体の所得水準を表したものである。 

 

図３ 一人当たり市町民所得の推移（地域別） 

 

図４ 一人当たり市町民所得の内訳（地域別） 
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表４ 主要指標 
１．市町内総生産（市町別） 

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

（百万円） （百万円） （％） （％） （％） （％）

県 全 体 4,805,952 5,089,931 △ 6.1 5.9 100.0 100.0
松 山 市 1,649,319 1,679,100 △ 4.2 1.8 34.3 33.0
今 治 市 544,842 682,447 △ 20.7 25.3 11.3 13.4
宇 和 島 市 218,087 222,362 △ 6.7 2.0 4.5 4.4
八 幡 浜 市 107,560 109,600 △ 5.1 1.9 2.2 2.2
新 居 浜 市 577,546 617,553 2.1 6.9 12.0 12.1
西 条 市 407,155 449,495 1.0 10.4 8.5 8.8
大 洲 市 135,780 136,631 △ 4.7 0.6 2.8 2.7
伊 予 市 112,207 110,576 △ 4.5 △ 1.5 2.3 2.2
四 国中 央市 445,723 463,655 △ 4.3 4.0 9.3 9.1
西 予 市 100,880 99,117 △ 8.1 △ 1.7 2.1 1.9
東 温 市 138,424 148,819 △ 5.9 7.5 2.9 2.9
上 島 町 24,021 21,550 0.5 △ 10.3 0.5 0.4
久 万高 原町 28,873 28,289 △ 2.6 △ 2.0 0.6 0.6
松 前 町 112,128 90,728 △ 5.6 △ 19.1 2.3 1.8
砥 部 町 52,225 54,605 △ 6.8 4.6 1.1 1.1
内 子 町 39,890 41,353 △ 8.0 3.7 0.8 0.8
伊 方 町 23,719 46,500 △ 46.0 96.0 0.5 0.9
松 野 町 8,657 8,600 4.8 △ 0.7 0.2 0.2
鬼 北 町 25,094 24,238 2.4 △ 3.4 0.5 0.5
愛 南 町 53,825 54,714 △ 9.0 1.7 1.1 1.1

区　　分

実数 経済成長率
（対前年度増加率）

構成比

 

 

２．市町民所得（市町別） 

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ３年度 対県比
（百万円） （百万円） （％） （％） （％） （％） （千円） （％）

県 全 体 3,281,261 3,527,515 △ 9.2 7.5 100.0 100.0 2,670 100.0

松 山 市 1,190,982 1,226,524 △ 8.2 3.0 36.3 34.8 2,408 90.2

今 治 市 384,465 452,565 △ 13.1 17.7 11.7 12.8 3,034 113.6

宇 和 島 市 153,195 158,177 △ 9.3 3.3 4.7 4.5 2,287 85.7

八 幡 浜 市 72,453 75,055 △ 6.1 3.6 2.2 2.1 2,398 89.8

新 居 浜 市 327,467 374,073 △ 8.7 14.2 10.0 10.6 3,260 122.1

西 条 市 284,484 317,233 △ 8.0 11.5 8.7 9.0 3,058 114.5

大 洲 市 95,498 98,247 △ 6.0 2.9 2.9 2.8 2,462 92.2

伊 予 市 87,866 92,407 △ 5.7 5.2 2.7 2.6 2,659 99.6

四国中央市 241,166 268,877 △ 15.2 11.5 7.3 7.6 3,293 123.3

西 予 市 76,155 78,444 △ 5.9 3.0 2.3 2.2 2,258 84.6

東 温 市 88,455 96,698 △ 6.2 9.3 2.7 2.7 2,865 107.3

上 島 町 14,325 15,058 △ 8.7 5.1 0.4 0.4 2,357 88.3

久万高原町 15,754 16,269 △ 3.6 3.3 0.5 0.5 2,276 85.2

松 前 町 76,109 78,326 △ 12.7 2.9 2.3 2.2 2,654 99.4

砥 部 町 49,231 50,752 △ 4.3 3.1 1.5 1.4 2,505 93.8

内 子 町 35,686 37,398 △ 4.6 4.8 1.1 1.1 2,495 93.4

伊 方 町 19,578 19,898 △ 12.8 1.6 0.6 0.6 2,433 91.1

松 野 町 8,113 8,290 △ 0.9 2.2 0.2 0.2 2,293 85.9

鬼 北 町 21,589 22,242 △ 3.0 3.0 0.7 0.6 2,339 87.6

愛 南 町 38,690 40,982 △ 12.7 5.9 1.2 1.2 2,138 80.1

区　　分

実数 対前年度増加率 構成比
一人当たり
市町民所得
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図５ 市町内総生産 市町別構成比の対比 

 
 

 

図６ 市町民所得 市町別構成比の対比 

 


